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北海道大学留学生センター紀要第18号 (2014) ［特集］

留学生と日本入学生がともに日本語で学ぶ

「多文化交流科目Jの創設

要 ヒ＝＝
閏

本特集は、北海道大学国際本部留学生センタ｝で2013年度より提供を

開始した「多文化交流科目」の開発の経緯、意義および課題を整理し提

示するとともに、各授業担当者による、これまで2年間の授業実践の報

告を行うものである。「多文化交流科目」は、留学生と日本人学生が、と

もに日本語で学ぶ、問題解決型・プロジェクト型の授業群である。 2012

年度採択のグローパル人材育成推進事業により創設された新渡戸カレッ

ジの修了要件科目のーっとして、提供を開始した。

多様な背景を持つ学生がともに学び合う環境の創出は、留学生・日本

人学生の継続的な交流機会のきっかけの提供やコミュニケーション力、

異文化理解力等の汎用的能力の育成、留学生の日本語力の向上や日本人

学生の海外留学促進等に貢献すると考えられる。一方、北海道大学のよ

うな研究中心大学では、留学生の圧倒的多数が理系の大学院生であるた

め、上級レベルの日本語力を持つ留学生数の確保はもちろん、主に学部

l年生を対象に開講される一般教育演習（フレッシュマンセミナー）の

受講者である日本人学生とは、教育経験をはじめ、共通の関心・話題の

欠知が課題とされる。また、留学生に対する日本語教育が原則単位化さ

れていないことに起因する問題も生じている。今後は、授業改善や履修

指導、学生の関心に沿った幅広いテーマでの授業提供の必要性とともに、

学部交換留学生数の増加や超短期プログラムの開発等の制度整備が求め

られる。

〔キーワード〕多文化交流科目、共修、協働学習、問題解決学習、プロ

ジ、エクト型学習
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